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１．研究の背景と目的

　算数科教科書は，我が国において，教育カリキュラ

ム上の重要な役割を担っている。我が国では，学校教

育法第34条により，小・中・高等学校等の教科書に

ついて教科書検定制度がとられ，算数科教科書を発行

している出版社は，2024年現在６社ある。文部科学

省（2021）によれば，教科書の検定の意義として，「教

科書検定制度は，教科書の著作・編集を民間に委ねる

ことにより，著作者の創意工夫に期待するとともに，

検定を行うことにより，適切な教科書を確保すること

をねらいとして設けられているものである。」とされ

ている。この教科書検定制度は，学習指導要領に則り，

一定の教育の質を保証している要因の１つと考えられ

る。実際，教育到達度を国際的な尺度によって測定し

ているTIMSS（2019）の結果によると，「教科の平均

得点（標準化されており，経年での比較が可能）につ

いては，小学校・中学校いずれも，算数・数学，理科

ともに，引き続き高い水準を維持している。」と報告

されている（国立教育政策研究所（2021））。

　学習指導要領，および，その具体である算数科教科

書は，我が国の教育カリキュラムを支える土台である

といえる。ただし，教育カリキュラムには，多義性が

含まれる。清水（2020）は，学校数学カリキュラム

において，目標・指導・評価が整合的かつ機能的に

整
・・

列しているかを検証するためにTIMSSで使用された

枠組みである「意図されたカリキュラム」・「実施され

たカリキュラム」・「達成されたカリキュラム」の三

層を提起している。算数科教科書は，「意図されたカ

リキュラム」といえ，その記載内容を比較分析するこ

とは，非常に重要な検討事項であろう（清水（2021））。

また，長崎ら（2015）は，算数・数学教科書の研究

について，国際会議（ICMT2014）をもとに報告し，

教科書が真の知識で構成されるといった捉えだけでな

く，国際的には教科書が学習内容を思考する学習材と

しても捉えられていることを指摘している。

　「意図されたカリキュラム」である算数科教科書は，

学習指導要領の変更に伴う大改訂と，通常４年毎の小

改訂がなされる。戦前は，国定教科書として，各教科
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１種類であったが，戦後より教科書検定制度がはじま

り，現在は，６社の出版社が算数科教科書を発行して

いる。教科書が改訂された際は，どのように学習指導

要領の改訂と関連しているのか，どのような教育内容

が扱われ，どのように子供たちに提示されているのか

などといった，改訂内容が自然と比較分析され着目さ

れる。矢野（2012）は，渡辺（2011）に提示された

教科書研究の領域をもとに，以下のように整理してい

る。

① 教科書の機能･使用法に関するもの

② 教科書の記述内容に関するもの

③ 教科書の歴史･変遷に関するもの

④ 教科書の制度･基準に関するもの

⑤ 教科書の体様に関するもの

⑥ 外国の教科書に関するもの

　そして，矢野（2012）は，これらの教科書研究の

領域が，教育学部でみられてきた各講座や領域にほぼ

合致するとし，教科書研究の分類は方法論の分類であ

るとしている。本研究は，②の記述内容に関する比較

分析にあたる。

　算数・数学科教科書の教科書分析では，岩崎・山口

（2002）が教科書に現れる文を数学認識の言語表現で

あるとし，「述語」という観点から組織的に分析する

方法を提案している。そして，平叙文の６種の分類に

対する集計結果をもとに，系統的な変化や小学校・中

学校間の学校種の違いを指摘している。また，統計教

育といった特定の教育内容に対する算数・数学科教科

書の比較分析もおこなわれており，統計的リテラシー

に関する項目の記載割合が少ないことや社会的文脈の

減少が指摘されている（槇・堀田（2016），福田・紙

本（2019））。

　さて，2024年度（令和６年度）は，算数科教科書

が小改訂されたが，４社の第１学年用の算数科教科書

では，本体冊子とは別に，スタートカリキュラムの

観点から編纂された別冊が発行された。それ以前の

2020年度（令和２年度）用では，幼児期からのスター

トカリキュラムを意識した記載があったが，第１学年

用は，１冊のみの発行であった。別冊にすることで，

算数科教科書を平らに開きやすく，数図ブロックなど

が滑らずに置くことができることを意図している。

　このような改訂の背景には，「小１プロブレム」等

の課題があり，幼稚園・保育所及び認定こども園と小

学校との連携を一層強化すること，子どもの育ちや学

びの連続性を確保することが求められてきたことにあ

る。国立教育政策研究所（2019）は，スタートカリキュ

ラムの定義として，「小学校へ入学した子供が，幼稚

園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した

学びと育ちを基礎として，主体的に自己を発揮し，新

しい学校生活を創り出していくためのカリキュラムで

す。」としている。そこでは，幼児期に育まれてきた

学びの芽生えを，児童期の自覚的な学びに繋げること

が提起されている。幼児期の教育の特質としては，「環

境を通して行う教育」があげられ，教科ごとに分科し

た学びではなく，遊びや生活を通して総合的に学んで

いく。しかし，北野(2009)は，「保幼小連携は，多く

の地域で進められつつあるが，その大半がイベント中

心である」と，2009年頃の保幼小連携の現状の課題

を指摘し，子ども間や教員間の人的交流，幼稚園幼児

指導要録や各園各校の通信などの情報の交流などで停

滞するのではなく，系統的な教育課程や方法論に関す

る実践的な研究の必要性を指摘している。

　次に，学びの接続を検討するために，幼児期の数・

量・形の発達について検討する。榊原（2006，2014）は，

東京都・神奈川県の私立幼稚園（累計13園）を対象

に，保育活動の自然観察調査を実施することで，数量

活動の種類と頻度，およびそのような活動における教

師の支援の具体的な方法について検討している。その

結果，数量活動を含む保育活動が，多くの日課活動と

設定活動といった日常生活や遊びの中にみられること

を明らかにしている。例えば，出欠の人数確認や日付，

数え歌，制作活動での形や量の指示，大きさや形を身

体表現するなどの保育活動の中に，数量活動が含まれ

ている。また，小谷(2005)は，日常の保育活動にみ

られる量に関する言葉を用いた場面の事例を基に，量

の捉え方，言葉の表現方法，交友関係による発達とい

う３つの観点から考察している。その結果，量の認識

を高めるのに，交友関係による共感や物体の比較，目

的意識のある伝達が強く影響していることを明らかに

している。

　以上のように，数・量・形の認識の発達については，

幼児期に行われている日常生活や遊びが寄与してい

る。重要なのは，小学校第１学年から，算数・数学の

学びがスタートするのではなく，乳児期・幼児期から
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の育ちの上に，児童期があると捉えることである（山

内ら（1998））。「子ども達は小学校から学び始める」

といった誤った認識を教員がもっている結果，これま

でできていたことさえ，できなくなるといった現象を

見聞きする。第１学年の児童が，第６学年の児童とペ

アを組み安心して学校生活が送れるようにすることは

大切であるが，これまで最年長として自立して活動し

てきた経験をもとに，小学校の学びを積み上げていく

ことが望ましいだろう。

　以上のように，第１学年用の算数科教科書は，近年

スタートカリキュラムを意識し，別冊として発行して

いる出版社がある。それらの算数科教科書は，どのよ

うな内容で構成されているのか現状を把握し，保幼小

連携の観点から，より望ましい算数科教科書の在り方

を検討することは重要な意義がある。これまで，第１

学年で扱われていた内容をそのまま別冊としていると

すれば，保幼小接続の観点からみれば，より一層の改

善が望まれる。そこで，本研究では，保幼小接続の観

点を踏まえて，第１学年の算数科教科書を比較分析

し，教科としてのスタートカリキュラムの現状を明ら

かにし，今後の在り方を検討することを目的とする。

２．算数科教科書の分析枠組み

2-1　分析対象

　分析対象は，算数科教科書を発行しているA ～ Fの

６社の令和５年（2023年）検定済み算数科教科書第

１学年用とする。ただし，A ～ Dの４社の出版社は，

第１学年用の算数科教科書をスタートカリキュラム用

として別冊にして発行している。なお，E社，F社の

出版社は，別冊としてスタートカリキュラム用の算数

科教科書を発行していないため，上記４社と同様の単

元名の範囲を分析対象とした。各社の順は，別冊のあ

る出版社とない出版社の２区分に分けた上で，50音

順にA啓林館，B東京書籍，C大日本図書，D日本文教

出版，E教育出版，F学校図書とした（備）。

2-2　分析方法

　分析方法は，大きく３観点とした。まず第１に，量

的な観点として，①掲載されている領域数，②単元名，

③各単元のページ数とした。領域数は，平成29年告

示の小学校学習指導要領算数編の「数と計算」「図形」

「測定・変化と関係」「データの活用」の４分類とし，

扱われている単元を計数した。各単元のページ数は，

練習問題のページも含むこととし，次の単元への準備

のページは，次の単元のページとして計数した。なお，

本分析対象の算数科教科書では，単元①の前に，「わ

くわく すたあと」「なかよし」などの題名を冠した

序章が記載されている。それらは，序章として，単元

１と分けることとした。

　第２の観点は，質的な観点として，①幼児期の遊び

との結びつき，②日常生活との結びつきとした。分析

対象となるページは序章であり，これらの観点に対し

て，該当のページが確認できない際は「－」を，１ペー

ジの掲載が確認される際は「○」を，２ページ以上確

認される際は「◎」と表記する。さらに，掲載されて

いる具体的な遊びや日常生活場面の有無を「○」「－」

で表記する。なお，幼児期の遊びや幼児期までの日常

生活との結びつきに関しては，有無の判定に客観性を

担保させるため，幼児教育学を専門とする研究者とと

もに協議し確認をおこなった。

３．分析結果

3-1　領域数，単元名とページ数による比較分析結果

　まず，表１は，各社の扱っている領域数，単元名と

単元のページ数についての計数結果である。領域数に

ついては，序章の扱いの記載を除き，ナンバリングさ

れている単元を計数した。領域数は，多くの場合「数

と計算」領域のみの１領域であった。A社とE社が２

領域であり，A社は「図形」領域（いろいろな かたち），

E社は「測定」領域（いま なんじ）が掲載されている。

序章の記載は，順に8，2，6，14，5，0ページ記載され，

出版社によって散らばりが大きく（標準偏差≒4.49），

A社～ E社までの５社に記載されている。最も多いの

は，D社の14ページであり，幼児期の遊びを思い出し

ている物語となっている。また，「数と計算」「図形」「測

定」領域に見開き2ページずつ記載されている。次に，

多いのはA社の８ページである。「わくわく すたあと」

の見開き２ページにおいて，幼児期の遊びの様子が写

真で掲載され，D社同様に，３領域の内容が記載され

ている。C社の序章「なかよし」は，６ページに渡って，

「数と計算」領域の10までの計数，1対1対応の考え方

が扱われており，「図形」や「測定」領域は扱われて

いない。

　次に，扱われている単元は，出版社によって表現
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の違いがあるが，共通して10までの数の計数や数唱，

数字の表記，順序数，数の合成・分解が扱われている。

B社を除き，単元①「10までの数」は10 ～ 22ページ，

単元②「なんばんめ」は４～６ページ，単元③「いく

つといくつ」は８～ 14ページとなっている。B社につ

いては，「①なかまづくりと かず」の単元において，

他社が10までの数と数の合成・分解の教育内容を２

つの単元に分けているのに対し，１つの単元にまとめ

ているため32ページとなっている。また，それぞれ

の内容が，交互に記載されている。

　

3-2　幼児期の遊び・日常生活による比較分析結果

　次に，保幼小連携の観点から幼児期の遊び，および

日常生活との結びつきを意図した記載の有無を分析し

た結果を表２，表３に示す。

表１　各社の領域数，単元名と単元のページ数

出版社 領域数 単元名 ページ 備考

A ２

・わくわく すたあと 2

・わくわく がっこう 6

①かずと すうじ（数と計算） 10

②なんばんめ（数と計算） 6

③いくつと いくつ（数と計算） 14

④いろいろな かたち（図形） 8

B １

・くらべた ことが あるかな 1 「どのように かわる

かな」で関数的な考

え方
・おおいのは どちらかな 1

①なかまづくりと かず（数と計算） 32

②なんばんめ（数と計算） 4

・どのように かわるかな 2

C
１

・なかよし 6 「いくつと いくつ」

で

関数的な考え方
① 10 までの かず（数と計算） 18

②なんばんめ（数と計算） 5

③いくつと いくつ（数と計算） 8

D １

・かずや かたちで たのしく 8 序章が物語であり，

図形や測定領域の内

容を想起
・にゅうがく おめでとう ６

① 10 までの かず（数と計算） 18

②なんばんめ（数と計算） 4

③いくつと いくつ（数と計算） 10

E ２

・なかよし あつまれ 5 間違い探し

時刻①いくつかな（数と計算） 16

②なんばんめ（数と計算） 6

③いま なんじ（測定） 4

④いくつと いくつ（数と計算） 10

F １

① 10 までの かず（数と計算） 22

②いくつと いくつ（数と計算） 8

③なんばんめかな（数と計算） 4

＊各社の順は， 50音順でA啓林， B東書， C大日本， D日文， E教出， F学図である。

A B C D E F

①幼児期の遊び ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

どんぐり集め － ○ － － － ○

じゃんけん列車 ○ － － － － －

縄跳び ○ － － ○ － －

折り紙 ○ － － ○ ○ －

積み木タワー ○ ○ ○ ○ － ○

泥団子・粘土 ○ － － ○ － －

砂場遊び ○ － － － － ○

鉄棒 － － － － － ○

表２　各社の幼児期の遊びの掲載の有無

＊各社の順は， 50音順でA啓林， B東書， C大日本， D日文，
E教出， F学図である。
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　表２より，すべての出版社において，「幼児期の遊

び」を写真や絵で掲載していることがわかる。扱われ

ている遊びは，どんぐり集めやじゃんけん列車，縄跳

び，折り紙，積み木タワー，泥団子・粘土，砂場遊び，

鉄棒が掲載されている。A社，D社，F社は，２ページ

以上にわたって幼児期の遊びが掲載されており，他社

は１ページとなっている。そのため，掲載されている

遊びの数に違いがあり，最も多様な幼児期の遊びを掲

載しているのは，A社であり，D社が次点となってい

る。A社は，「数と計算」「図形」「測定」の３領域に

繋がる遊びを掲載しており，D社は「数と計算」「図形」

の２領域に繋がる遊びが掲載されている。

　表３より，A ～ E社の５社の出版社において，「②

日常生活との繋がり」が写真や絵で掲載されているこ

とがわかる。扱われている日常生活の場面は，日付の

表示や誕生日の掲示，通学，芋ほり，おやつの分配，

雪だるまが掲載されている。A社とE社は，２ページ

以上に日常生活の場面が掲載され，通学の場面が数

ページ用いられている。そして，特にA社は，日付や

誕生日の掲示といった幼児期の保育室に日常的に見ら

れた写真を掲載している。５社ともに掲載されている

日常生活の場面は，秋の時期に頻繁に行われるさつま

芋掘りであり，さつま芋の大きさ比べが掲載されてい

る。

４．考察

　記載されている領域数，単元名とページ数の比較分

析の結果，スタートカリキュラム用の算数科教科書で

は，領域数が１であり，扱われている単元が「数と計

算」のみである出版社が多いことが明らかとなった。

A社，E社においては，「図形」，「測定」領域が，それ

ぞれ１領域ずつ多く記載されていた。スタートカリ

キュラムにおいて，第１学年全体の算数科の学習内容

をイメージ化することが望ましいとするならば，領域

に関しては，より多くの範囲を扱うことが望ましいで

あろう。別冊を発行している出版社の内A社は，２領

域の内容を扱っており，より多くの領域を入学当初に

伝えることを可能にしているといえる。しかし，いず

れの出版社においても，「データの活用」領域は，扱

われていない。小学校学習指導要領では，第１学年

の「データの活用」領域の学習内容として，絵グラフ

のように，個数に着目して簡単な絵や図などに表した

り，それらを読み取ったりすることがあげられてい

る。たとえば，「10までの数」の数唱や計数を扱った

後で，「どれが いちばん おおい？」のような種類ご

とに分類整理する考え方を扱えると考える。

　そして，単元①「10までの数」と③「いくつといくつ」

の記載ページ数が，出版社によって大きく異なること

が明らかとなった。ただし，ページ数に違いがあるが，

必ずしも多いことがより良い算数科教科書というわけ

ではない。挿絵の大きさや計数させる練習ページの有

無によって，ページ数が異なっている。幼児期の数の

発達に関しては，数唱や計数，数理解，計算，数字の

理解など，基本的な数概念の認識が明らかにされて

おり，個人差があるものの年長の６歳児頃では，40

以上の数までの数唱や計数が可能であるとされている

（横地（1981），山内ら（1997））。ただし，数の合成・

分解は，数唱や計数ほど発達していない（横地（1981），

丸山（2004））。以上の発達は，お店屋さんごっこや

日付の確認などのように，幼児期の遊びや日常生活を

通して，子ども達が数の概念を発達させているためで

ある。この数の概念の発達を考慮すれば，「10までの

数」は，１つずつ丁寧に扱うのではなく，幼児期で学

んできたことを子供たちが実感できるように確認して

いくことが望ましいだろう。そして，「いくつといく

つ」については，第１学年の学習目標として，丁寧に

扱う必要がある。その際，絵図を計数して考えるので

はなく，部分の数を隠して念頭操作によって考えられ

るようにすることが重要である。

　幼児期の遊び・日常生活とのつながりについては，

ほぼすべての算数科教科書で序章での記載が確認され

た。保幼小連携の観点が，各社において意識されてい

ると考えられる。掲載されている遊びは，積み木タ

A B C D E F

②日常生活 ◎ ○ ○ ○ ◎ －

日付の表示 ○ － － － － －

誕生日の掲示 ○ － － － － －

芋ほり ○ ○ ○ ○ ○ －

通学 ○ － ○ － ○ －

おやつの分配 － － ○ － － －

雪だるま － － － － ○ －

表３　各社の日常生活との繋がりの掲載の有無

＊各社の順は， 50音順でA啓林， B東書， C大日本， D日文，
E教出， F学図である。
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ワーが共通しており，日常生活では芋ほりが頻出して

いた。しかし，その扱いの程度には違いがあり，幼児

期の遊びと日常生活の繋がりを両方２ページ以上扱っ

ているのは，A社のみであった。また，A社は，「数と

計算」「図形」「測定」の３領域に繋がる遊びや，日

付や誕生日の掲示物によって，30までの数字の読み

も，子ども達に実感させることが位置づけられてい

ると考えられる。スタートカリキュラムが提起され，

2024年度（令和5年検定済）の第１学年の算数科教科

書には，あらたに別冊が発行された。その算数科教科

書の現状では，幼児期の遊びや日常生活との繋がりが

確認されるものの，「測定」領域の拡充，「データの

活用」領域の追加が改善案として考えられる。例えば，

子ども達は，幼児期から身体測定を経験しており，長

さや重さを見聞きしている。また，栽培しているアサ

ガオや野菜などの植物から，どれだけ種や実が採れる

のか記録する活動も想定される。さらに，「データの

活用」領域の記載は，いずれの出版社にも扱われてい

ないが，幼児期から第１学年にかけた発達段階を考慮

しながら，記載の可否を検討する必要があろう。

５．研究のまとめと今後の課題

　本研究では，保幼小接続の観点を踏まえて，2024

年度（令和5年検定済）の第１学年の算数科教科書を

比較分析し，教科としてのスタートカリキュラムの現

状を明らかにし，今後の在り方を検討することを目的

とした。比較分析の結果，スタートカリキュラムで使

用される算数科教科書は，多くの場合学習内容が「数

と計算」領域に限られていることが明らかとなった。

また，序章においては，ほぼすべての算数科教科書に

おいて，幼児期の遊びや日常生活を想起させる写真や

絵が掲載されており，スムーズな学びの接続を意図し

ていることが見いだされた。しかし，記載される遊び

や日常生活の場面，記載される領域数は，出版社に

よって限られており，小学校算数科のイメージを豊か

にすることが望ましいとすれば，より多様な領域に触

れる単元，より多様な遊びや日常生活の場面が記載さ

れる必要性が見いだされた。具体的には，「データの

活用」領域の記載は，いずれの出版社にも扱われてお

らず，幼児期から第１学年にかけた発達段階を考慮し

ながら，記載の可否を検討する必要があろう。

　今後の課題としては，保幼小連携の観点に対する教

員の認識や，実際に授業がどのようになされているか

明らかにすることがあげられる。また，その結果，子

供たちが幼児期の遊びや日常生活の場面の例示から，

算数科の学習のイメージ化に繋がっているのかどうか

を明らかにすることも課題としてあげられる。つま

り，「実施されたカリキュラム」や「達成されたカリ

キュラム」の観点から考察することが課題となる。
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